
陸奥湾の高水温によるホタテガイへい死被害に対する取組について

令和５年度12月補正予算案を可決しました

　今期定例会では、令和４年度から持続する食料費や光熱水道費等の物価高騰に直面する全ての子育て世帯

に対し、児童一人当たり３万円の『子ども・子育て世帯応援金』の給付に要する経費、令和４年から採苗不

振等の影響を受けたホタテ漁業者等に対する緊急支援に要する経費等を計上した一般会計補正予算案が提案

されました。市議会では、これらの提案について、全て原案の通り可決し、補正後の令和５年度青森市一般

会計予算は次の通りとなりました。

令和5年度青森市一般会計補正予算額……64億269万3千円
補正後の予算額……1千349億5千627万3千円〈 〉

　10月下旬から11月上旬にかけ油川、奥内、後潟の漁業者・加工業者を訪れALPS処理水放水での中国へ
の輸出に関して、高水温被害を受けているホタテの稚貝について聞き取り調査を行っています。
　11月16日、文教経済常任委員会の委員として奥内漁港を訪れ、青森市漁業協同組合の澤田繁悦組合長、
後潟漁業協同組合の山口隆治組合長から説明を受け、沖合の養殖施設から引き上げた稚貝を確認しました。
　11月24日、所属する会派自民クラブのメンバーとして西市長を訪れ、今夏の陸奥湾の高水温被害を受け
たホタテガイ漁業者への支援を求め、要望書を提出しました。

ホタテの養殖が盛んな陸奥湾では、今年は記録的な高水温の影響などを受け、ホタテが稚貝を
中心に大量に死んでいて、来年以降の水揚げの減少など影響の長期化が懸念されています。

1  漁業協同組合と漁業者が令和６年以降も継続してホタテガイ養殖を行えるよう、
ホタテガイ母貝確保等による養殖環境を整備する。

2  ホタテガイへい死により漁業収入が大幅に減少することが見込まれることから、
漁業者負担の軽減を図るための支援策を検討すること。

3 漁業協同組合およびホタテ加工業者の経営安定を図るための支援策を検討すること。

4  国や県に対し、高水温被害を踏まえたホタテガイ養殖等に係る更なる調査・研究
の推進及び漁業者支援を働きかけること。
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11月15日油川にて 11月16日文教経済常任委員会でのへい死した稚貝の確認 11月24日自民クラブメンバーと西市長訪問要望書提出



「青函ツインシティ」は、青森、函館の両市が文化、スポーツ、観光、経済等の幅広い分野で、積極的な交流を図り、末

永い友好親善と将来の飛躍的な発展を念願し、平成元年３月に盟約を締結、同年４月に「青森・函館ツインシティ推進協

議会」を設立し、様々な分野において交流を進めてきました。上記協議会では毎年度事業計画を定め、同計画に沿って取組を推進して

います。令和５年度は、青函ツインシティを両市民に広く周知するため両市のホームページや広報紙等を活用したＰＲ・両市の魅力を

市内外にＰＲすることを目的とした写真コンテスト、「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界文化遺産登録を記念したＰＲなどの事業に

取り組んでいます。来年度はツインシティの盟約の締結から35周年を迎えて、文化、スポーツ、観光、経済等の各分野で交流事業を

創出し、交流人口の拡大と誘客促進により、両市の更なる地域活性化を図るため、35周年記念事業を実施することとしています。

これまで以上に両市の連携を深めながら周知活動を展開し、ツインシティの更なる発展を目指していきます。
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青函ツインシティ推進事業の取組内容について、市の考えをお示しください。青函ツインシティ推進事業の取組内容について、市の考えをお示しください。

ホタテガイについて　<青森市漁業協同組合・後潟漁業協同組合へい死率>

　この画像は、青森市ホタテガイ養殖施設とホタテへい死率を
エリア別に表した図になります。少し分かりづらいのですが、
中央が陸奥湾そして沿岸ぞいに養殖施設があります。左側が西
湾と呼ばれ、上から後潟、奥内、油川エリアになります。
　後潟のホタテガイのへい死率は35%、下がり奥内エリアの
ホタテガイへい死率は85%、下がり油川ホタテガイへい死率
は100%、下がり中央が青森連絡所のホタテガイへい死率は
92.5%、写真右側は東湾と呼ばれ右上から、久栗坂ホタテガ
イへい死率は70%、下がり野内ホタテガイへい死率は81%、
原別ホタテガイへい死率は100%、造道ホタテガイへい死率は
75%となっています。
　へい死率は、11月16日青森市漁業協同組合から聞き取り、
稚貝と新貝を合わせた平均値としています。西湾の漁業者数の
多い奥内・油川エリアのへい死率が高くなっています。

青函ツインシティについて

高水温によるホタテガイの被害状況については、12月中に報告が予定されている「令和５年度秋季陸奥湾養殖ホタテガ

イ実態調査」で詳細が明らかになるものの、調査した養殖篭について、後潟漁業協同組合では稚貝の約40パーセント、

青森市漁業協同組合では稚貝の約70パーセント以上がへい死しているとのことでありました。今年のホタテガイのへい死は、令和６

年及び令和７年におけるホタテガイの生産量及び稚貝確保とともに、将来的なホタテガイ生産へも大きな影響を及ぼす恐れがあるもの

と認識しています。漁業者等からは、令和６年のホタテガイ生産量の大幅な減少・母貝不足による令和６年以降の稚貝確保・収入が減

少する中での燃油や資材費等の経費負担等について不安の声が寄せられています。本市としては、漁業者が今後においても、安心し

て、継続的にホタテガイ養殖等の事業を行える環境を整えていけるよう、支援していくことが必要であると考えており、県等の関係機

関における支援策の実施状況等を踏まえて、市の具体的な支援策を検討するよう、関係部局へ指示しています。
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現在の本市漁業者の窮状を踏まえ、ホタテガイ漁業者等への支援策を早急に打ち出すべきと思いますが、現在の本市漁業者の窮状を踏まえ、ホタテガイ漁業者等への支援策を早急に打ち出すべきと思いますが、
市長の考えをお示しください。市長の考えをお示しください。

❶ 漁業者が加入する特定養殖共済の掛金…新規
　  補助率 ２分の１

❷ ホタテガイ母貝確保対策事業…拡充
　 地まき放流用の半成貝（Ｒ５年産）の購入費用を支援
　  補助率 10分の10（購入単価275円／㎏）

➌ 漁協団体経営支援事業…拡充
　 漁協が漁業者から受け取る予定の漁業行使料を免除した場合
　  補助率 10分の10（１ヶ統あたり6,000円）

❹ ホタテガイ母貝確保緊急対策事業〔むつ湾振興会の基金造成への支援〕
　 １月から３月の成貝出荷を抑制し、産卵後の４月以降出荷する際の
　 損失補填するための基金（４億円）に対して、本市が800万円を支援

❺ 青森市農林水産事業者への活動支援事業
　  対象者  ホタテガイ養殖漁業者

130者
　 助成金  

５万円
（燃料費、資材費等へ）

むつ湾ホタテの高水温被害に対する緊急対策
青森市ホタテガイ生産力強化支援金事業

令和４年からの採苗不振および令和５年の陸奥湾の高水温の影響を受けた
漁業者（130者）、漁協組合への５つの支援事業。

6,387万円


